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　前章までに，本実験の環境設定とネットワーク状況
の確認まで終えました．本章ではいよいよ実験に入り
ます．

実験①… 
モデルpullのパフォーマンス比較
● 実験方法

モデルをpullする時間をサイズの違う複数のモデ
ル（表1）を順番にpullして時間を計測します．
　Ollamaがモデルをpullする際には，図1に示した
順序で処理がされていきます．これは，単純にファイ
ルをダウンロードするだけではないことを意味してい
ます．計測に使用したシェル・スクリプトをリスト1
に示しました．
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図2　各種モデルのpullにかかった時間

　このコードでは，コマンド入力の入出力を捉えるの
ではなく，Ollama APIを使用してそのストリームを
追う仕組みになっています．単にモデルをpullした
い場合は，
ollama pull <モデル名:タグ>
例）ollama pull Granite3.3:2b

と入力します．

● 実験結果
図2に測定結果を示します．pullの一連の流れに

出てくる5つのステップごとに時間表示をしていま

マニフェストの読み込み

データのダウンロード

SHA256のベリファイ

マニフェストの書き込み

完了処理

図1　
モデルのpullの
一連の流れ

LLM名 メーカ
Gemma3:270M Google
Qwen3:0.6b アリババ
Llama3.2:1b Meta
Granite3.3:2b IBM
Phi4-mini:3.8b マイクロソフト

表1　
実験に使うLLM

（第 1章の表 2再
掲）

ローカルLLMの 
実行性能を測定する

Gemma，Qwen，Llama，Granite，Phi4-miniを
ラズパイで
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